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広報

『
奥

入
瀬

川
の

恵
み

と
笑

顔
あ

ふ
れ

る
ま

ち
』

の
情

報
誌

【
表
紙
】
白
鳥
と
野
鳥
フォト

コ
ン
テ
スト
－
白
鳥
部
門
・
最
優
秀
賞

「
踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆
」
撮
影
：
冨
田
健
一
さ
ん（
三
沢
市
） （
関
連
記
事
６
頁
）

今
月
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
記
事

▶
 お

い
ら

せ
町

表
彰

・
受

賞
者

を
紹

介
（

Ｐ
3）

▶
 お

い
ら

せ
町

教
育

委
員

会
表

彰
・

受
賞

者
を

紹
介

（
Ｐ

4～
P5）

▶
 町

の
組

織
が

変
わ

り
ま

す
④

（
Ｐ

10）
▶

 Person O
irase「

中
村

銀
乃

さ
ん

」（
Ｐ

28・
裏

表
紙

）
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おいらせ町表彰・受賞者を紹介

おいらせ町教育委員会表彰・
受賞者を紹介

白鳥と野鳥フォトコンテスト
審査結果

新着図書情報

町の組織が変わります④

まちのわだい

インフォメーションコーナー

平成31年度・町税等の納期限日

健康カレンダー

戸籍の窓

Person Oirase
「中村 銀乃さん」

おいらせ広 報

「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌

Public Relations OIRASE No.170白
鳥
飛
来
地
・
間
木
堤
が
あ
る
「
下
田
公
園
」

と
、
日
本
一
の
自
由
の
女
神
像
の
あ
る
「
い

ち
ょ
う
公
園
」
の
２
会
場
で
、
お
い
ら
せ
町
春

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
夜
に
は
下
田
公
園
の

桜
や
い
ち
ょ
う
公
園
の
自
由
の
女
神
像
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
！　
ま
つ
り
期
間
中
は
各
公
園
に
出

店
も
立
ち
並
び
ま
す
。
家
族
連
れ
や
友
達
同
士

で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

４
月
29
日
㊊
～
５
月
６
日
㊊

い
ち
ょ
う
公
園
／
下
田
公
園

【
下
田
公
園
の
催
し
】

４
月
29
日
㊊ 

９
時　
親
子
追
跡
ハ
イ
キ
ン
グ

５
月
３
日
㊎ 

12
時　
春
の
お
い
ら
せ
歌
謡
シ
ョ
ー

５
月
４
日
㊏ 

10
時　
て
ぶ
ら
Ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
も
り
あ
そ
び

５
月
５
日
㊐ 

10
時　
春
の
お
い
ら
せ
工
作
体
験

【
い
ち
ょ
う
公
園
の
催
し
】

４
月
29
日
㊊ 
11
時　

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　
　
　
　
　

 
12
時
半 

春
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
演
奏
会

5
月
3
日
㊎ 

8
時
半 
町
内
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　

 

10
時　

 
い
ち
ょ
う
公
園
木
登
り
体
験

５
月
５
日
㊐ 

10
時　

 

春
の
は
っ
ぴ
ぃ
わ
～
く
♪

　
　
　
　
　
　
　
　

  

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ

※
各
催
し
の
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.tow
n.oirase.

aom
ori.jp/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
い
ら
せ
町

春
ま
つ
り

多子出産祝金のご案内
町では、第２子以降の子ども

が生れたご家庭に出産祝金を支
給しています。

支給金額は第２子で５万円、
第３子以降で10万円。支給要
件などの詳細については、お問
い合わせください。

問 町民課子育て支援室
☎0178-56-4259

お
い
ら
せ
町
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
１
７
８-

56-

４
７
０
３

問
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善
行
表
彰
　
18
人

　

●
駿
河
　
和
子
（
五
丁
目
）

●
吉
田
　
礼
子
（
二
川
目
）

お
よ
そ
20
年
の
長
き
に
わ
た
り

町
保
健
協
力
員
と
し
て
地
域
の
保

健
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
し

た
。

●
馬
場
ケ
イ
子
（
木
ノ
下
）

お
よ
そ
10
年
に
わ
た
り
、
町
保

健
協
力
員
と
し
て
地
域
の
保
健
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
お
よ
そ
11

年
に
わ
た
り
町
廃
棄
物
減
量
等
推

進
員
と
し
て
地
域
の
環
境
美
化
に

寄
与
し
ま
し
た
。

●
柿
本
　
　
広
（
三
本
木
）

●
川
崎
　
義
人
（
本　
村
）

●
小
向
　
貴
博
（
上
新
町
）

●
小
向
　
靖
明
（
根　
岸
）

●
川
口
　
秀
和
（
藤
ヶ
森
）

●
市
村
　
大
伸
（
染　
屋
）

●
大
久
保
幸
夫
（
木
ノ
下
）

●
松
坂
　
博
文
（
芦　
野
）

●
大
久
保
昭
男
（
向　
山
）

●
北
向
　
　
智
（
秋　
堂
）

●
蛯
名
　
貞
見
（
本　
村
）

３
月
１
日
、
み
な
く
る
館
で
お

い
ら
せ
町
表
彰
授
与
式
を
開
催

し
、
町
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、

社
会
、
福
祉
、
そ
の
他
各
分
野
に

わ
た
っ
て
町
の
振
興
発
展
に
寄
与

し
、
功
績
が
顕
著
な
27
人
を
表
彰

し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　 

功
労
表
彰
　

4
人 

●
馬
場
　
正
治
（
三　
田
）

●
川
口
　
弘
治
（
藤
ヶ
森
）

お
よ
そ
16
年
の
長
き
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の

振
興
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

お
い
ら
せ
町
表
彰
受
賞
者
を
紹
介

道
路
に
張
り
出
た

樹
木
の
伐
採
を

お
願
い
し
ま
す

●
吉
田
　
長
一
（
藤
ヶ
森
）

25
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
地

域
住
民
の
生
活
援
助
と
地
域
社

会
の
福
祉
向
上
に
貢
献
し
ま
し

た
。

●
門
上
　
　
實
（
向　
山
）

25
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り

消
防
団
員
を
務
め
、
う
ち
８
年
あ

ま
り
を
副
団
長
と
し
て
、
災
害
の

予
防
と
対
策
に
尽
力
し
、
地
域
の

安
全
確
保
と
民
生
の
安
定
に
多

大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

●
小
田
　
吉
人
（
三　
田
）

●
中
村
　
義
喜
（
三　
田
）

20
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
町

消
防
団
員
と
し
て
防
災
活
動
に
寄

与
し
ま
し
た
。

●
水
口
　
秋
雄
（
三
本
木
）

20
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
町

交
通
指
導
隊
員
と
し
て
交
通
安
全

活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

●
袴
田
喜
代
美
（
間　
木
）

お
よ
そ
20
年
の
長
き
に
わ
た
り

町
防
犯
指
指
導
隊
員
と
し
て
防
犯

活
動
に
献
身
的
に
尽
力
し
ま
し

た
。

　
顕
彰
　

5
人 

　

●
元
山
　
正
一
（
青　
葉
）

平
成
30
年
春
の
第
30
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章

（
防
衛
功
労
）の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

●
宮
本
　
誠
雄
（
木
ノ
下
）

平
成
30
年
春
の
第
30
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章

（
防
衛
功
労
）の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

●
馬
場
　
幸
弘
（
向　
坂
）

平
成
30
年
秋
の
第
31
回
危
険

業
務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章

（
防
衛
功
労
）の
栄
に
輝
き
ま
し
た
。

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た

樹
木
は
、
土
地
所
有
者
ご
自

身
で
剪
定
・
伐
採
し
て
く
だ

さ
い
。
樹
木
や
庭
木
が
道
路

に
張
り
出
し
て
い
る
と
通
行

の
支
障
と
な
り
、
さ
ら
に
倒

木
や
落
枝
な
ど
交
通
障
害
を

引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
事
故
予
防
の
た
め
、
適

切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
平
尾
　
祐
助
（　
曙　
）

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
小

綬
章
（
防
衛
功
労
）
の
栄
に
輝
き

ま
し
た
。

●
柏
崎
　
進
一
（
秋　
堂
）

平
成
30
年
秋
の
叙
勲
で
旭
日
単

光
章
（
農
業
振
興
）
の
栄
に
輝
き

ま
し
た
。
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お
い
ら
せ
町
教
育
委
員
会

表
彰
受
賞
者
を
紹
介

３
月
２
日
に
町
民
交
流
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
た
、
お
い
ら
せ
町
教

育
委
員
会
表
彰
授
与
式
の
受
賞
者

を
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬

称
略
）

教
育
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
で
活
躍

し
た
小
中
学
生
₄7
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。

【
小
学
校
・
個
人
の
部
】

○
下
田
小
学
校

▼
種
市
心
愛
（
４
年
／
絵
画
）

○
木
内
々
小
学
校

▼
川
村
美
咲（
６
年
／
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

▼
中
出
大
翔（
６
年
／
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
）

○
木
ノ
下
小
学
校

▼
下
斗
米
美
桜
（
６
年
／
書

道
）

▼
斗
賀
姫
花
（
６
年
／
珠
算
）

▼
大
場
祐
悟
（
５
年
／
硬
式

テ
ニ
ス
）

▼
立
花
桜
彩
（
６
年
／
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
）

▼
立
花
凜
桜
（
６
年
／
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
）

○
百
石
小
学
校

▼
三
浦
永
偉
（
４
年
／
図
画
）

▼
木
村
ア
ン
菖
ネ
ッ
エ
カ（
５

年
／
陸
上
）

▼
白
石
統
亮
（
１
年
／
絵
画
）

【
中
学
校
・
個
人
の
部
】

○
下
田
中
学
校

▼
姉
帯
巧
希
（
１
年
／
陸
上
）

○
木
ノ
下
中
学
校

▼
舘
山
巧
（
３
年
／
珠
算
）

▼
浪
岡
由
奈
（
２
年
／
陸
上
）

▶
代
表
謝
辞
を
述
べ
る
浪
岡
由
奈
さ
ん

【
小
学
校
・
団
体
の
部
】

○
木
ノ
下
小
学
校
・
吹
奏
楽

▼
大
沢
真
悠
（
６
年
）
▼
花

岸
結
愛
（
６
年
）
▼
内
藤
樹

璃
（
５
年
）
▼
新
井
結
心
（
５

年
）
▼
後
藤
愛
深
（
５
年
）

▼
佐

瑛
治
（
３
年
）

○
木
ノ
下
小
学
校
・
野
球

▼
尾
形
波
琉
（
６
年
）
▼
細

川
エ
ミ
リ
ー
（
６
年
）
▼
細

川
メ
ー
プ
ル
（
６
年
）
▼
佐

藤
優
泰
（
５
年
）
▼
松
林
功

太
（
５
年
）
▼
松
林
蒼
太
（
５

年
）
▼
松
林
世
晴
（
３
年
）

【
中
学
校
・
団
体
の
部
】

○
木
ノ
下
中
学
校
・
サ
ッ
カ
ー

▼
堀
内
颯
斗
（
２
年
）
▼
前

川
赳
琉
（
２
年
）
▼
五
十
嵐

星
耶
（
２
年
）
▼
坂
井
田
礼

恩（
２
年
）▼
西
舘
禅（
２
年
）

▼
橋
本
聡
樹
（
２
年
）
▼
松

林
大
地
（
２
年
）
▼
大
久
保

鈴
（
２
年
）
▼
加
賀
屋
亮
太

（
２
年
）
▼
鳥
谷
部
塁
（
２
年
）

▼
長
谷
川
圭
太
（
２
年
）
▼

飯
田
美
月
（
２
年
）
▼
小
笠

原
瑠
偉
（
１
年
）
▼
久
保
田

陽
人
（
１
年
）
▼
鳥
谷
部
明

夢
（
１
年
）
▼
福
本
優
樹
（
１

年
）
▼
赤
坂
颯
太
郎
（
１
年
）

▼
蛯
名
二
郎
（
１
年
）
▼
佐
々

木
斗
愛
（
１
年
）
▼
安
ヶ
平

志
毅
（
１
年
）

文
化
に
関
す
る
表
彰

各
種
分
野
で
活
躍
し
、
町
の
文

化
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
15

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

【
文
化
功
労
賞
】

●
川
村
俊
雄
（
お
い
ら
せ
川
柳

吟
社
／
木
崎
）

長
き
に
わ
た
り
川
柳
に
力
を
注

ぎ
、各
種
大
会
に
入
賞
し
ま
し
た
。

●
槻
舘
ハ
ツ
エ
（
し
も
だ
白
鳥

カ
ラ
オ
ケ
会
／
住
吉
）

平
成
11
年
北
奥
羽
カ
ラ
オ
ケ
大

会
で
準
優
勝
し
、
会
で
老
人
施
設

慰
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

【
文
化
教
育
奨
励
賞
】

●
袴
田
桃
加
（
八
戸
東
高
等
学

校
・
音
楽
部
）

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
に
出
場
し
て
、
銀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

●
小
向
愛
莉
（
八
戸
聖
ウ
ル
ス

ラ
学
院
高
等
学
校
）

第
38
回
全
国
高
校
生
英
語
弁
論

大
会
に
お
い
て
、
１
位
・
外
務
大

臣
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

○
三
沢
商
業
高
等
学
校・吹
奏
楽
部

▼
市
村
茜
▼
福
田
望
結
▼
玉

田
瑞
季
▼
中
川
原
勇
耶
▼
磯

沼
美
玖
▼
畑
中
未
夢
▼
安
藤

星
南
▼
種
市
健
人
▼
上
久
保

萌
衣
▼
長
根
咲
空
▼
櫻
井
羽

奈第
₄7
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北
大
会

で
金
賞
、
第
₄6
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
全
国
大
会
で
銀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
人

や
、
各
種
目
で
好
成
績
を
収
め
た

人
な
ど
１
５
０
人
を
表
彰
し
ま
し

た
。

【
指
導
者
功
労
賞
】

●
鈴
木
憲
一
（
町
ボ
ウ
リ
ン
グ

平
成
30
年
度
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協
会
）

長
年
に
わ
た
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技
の
指
導
・
普
及
活
動
を
行
い
、

青
森
県
民
体
育
大
会
で
は
二
度
の

団
体
優
勝
に
導
き
ま
し
た
。

●
上
野 

勝
彦
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
）

長
年
に
わ
た
り
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
コ
ー
チ

と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、

全
国
大
会
に
27
年
連
続
で
選
手
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

●
西
澤 

俊
道
（
町
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
協
会
）

長
年
に
わ
た
り
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

小
学
生
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
コ
ー
チ

と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、

全
国
大
会
に
22
年
連
続
で
選
手
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

【
優
秀
選
手
賞
】

●
平
内 

那
奈
実
（
八
戸
学
院
光

星
高
等
学
校
／
柔
道
）

●
長
瀬 

果
穂
（
八
戸
学
院
光
星

高
等
学
校
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

●
Ｆ
Ｏ
Ｘ
真
島 

新
菜
（
八
戸
学

院
光
星
高
等
学
校
／
陸
上
）

●
三
上 

莉
央
（
青
森
西
高
等
学

校
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
澤
頭 

和
香
葉
（
千
葉
学
園
高

等
学
校
／
サ
ッ
カ
ー
）

●
成
田 

愛
來
（
八
戸
工
業
大
学

第
一
高
等
学
校
／
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
）

●
川
口 

桃
香
（
八
戸
工
業
大
学

第
一
高
等
学
校
／
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
）

●
上
野 

泰
知
（
八
戸
高
等
学
校

／
登
山
）

●
丸
岡 

史
侑
（
八
戸
西
高
等
学

校
／
陸
上
）

●
高
山 

愛
子
（
八
戸
西
高
等
学

校
／
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
）

●
水
口 

広
太
（
八
戸
工
業
高
等

専
門
学
校
／
陸
上
）

●
舘 
睦
人
（
八
戸
学
院
野
辺
地

西
高
等
学
校
／
サ
ッ
カ
ー
）

●
舘 
澄
人
（
八
戸
学
院
野
辺
地

西
高
等
学
校
／
サ
ッ
カ
ー
）

●
宍
戸 

勇
介
（
八
戸
学
院
野
辺

地
西
高
等
学
校
／
サ
ッ
カ
ー
）

●
澤
上 

世
李
香
（
三
沢
商
業
高

等
学
校
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
松
林 

菜
奈
美
（
三
沢
商
業
高

等
学
校
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
松
本 

奈
々
（
三
沢
商
業
高
等

学
校
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
久
保
田 

隆
良
（
弘
前
工
業
高

等
学
校
／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

●
中
村 

恵
子
（
根
岸
／
ボ
ウ
リ

ン
グ
）

●
髙
橋 

海
斗
（
一
川
目
／
陸
上
）

●
溝
口 

る
み
子
（
三
田
／
陸
上
）

●
鈴
木 

節
子
（
一
川
目
／
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
）

●
阿
部 

公
陽
（
向
山
／
水
泳
）

【
団
体
】
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会・

男
子 

▼
袴
田 

隆
博
▼
澤
上 

光
成

▼
坂
本 

文
哉
▼
向
江 

凌
▼
佐
藤 

成
愛
▼
松
林 

貴
大
▼
細
川 

一
樹

▼
越
後 

成
俊
▼
蛯
名 

拓
▼
井
上 

義
久
▼
駒
井 

辰
海
▼
福
沢 

伸
哉

▼
高
橋 

修
尉
▼
木
村 

潤
也
▼
下

館 

政
史
▼
中
村 

祐
太
▼
今
泉 

尚

也【
団
体
】
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会・

女
子 

▼
大
澤 

栄
之
▼
舛
田 

央
▼

冨
田 

孝
章
▼
赤
川 

美
穂
▼
小
笠

原 

美
穂
▼
橘 

美
由
紀
▼
附
田 

麻

美
▼
高
橋 

園
子
▼
木
村 

沙
織
▼

濱
田 

紗
都
美
▼
原 

香
穂
▼
小
田

切 

知
佳
▼
沖
田 

玲
桜
▼
松
舘 

彩

華【
団
体
】町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会 

▼
澤
上 

勝
▼
尾
田 

真
紀

▼
遠
藤 

洋
子
▼
袴
田 

千
花
子
▼

澤
上 
直
子
▼
松
林 

佳
奈
子
▼
小

松 
昭
子
▼
佐
伯 

恵
美
▼
高
谷 

峰

子
▼
橋
本 
綾
花
▼
奈
良 

芙
美
▼

桜
井 

淳
子
▼
松
林 

智
加
▼
工
藤 

聡
美

【
団
体
】
町
サ
ッ
カ
ー
協
会 
▼
小

向 

貴
史
▼
相
坂 

仁
▼
立
花 
優
太

▼
中
村 

雄
一
▼
平
野 

卓
実
▼
阿

部 

将
之
▼
金
村 

啓
佑
▼
小
向 

浩

史
▼
川
村 

健
太
▼
秋
田 

孝
二
▼

山
田 

竜
太
▼
阿
部 

稜
▼
秋
田 

峻

▼
舘 

千
海
▼
日
ヶ
久
保 

篤
▼
堀

川 

竜
弥
▼
後
村 

紘
大
▼
小
向 

哲

郎
▼
岩
崎 

航
司
▼
高
村 

浩
太

【
団
体
】
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会 

▼
小
向 

勝
利
▼
上
野 

勝
彦
▼
中

野 

重
男
▼
安
ケ
平 

悦
矢
▼
沼
端 

佳
明
▼
斎
藤 

翔
▼
小
向 

智
博
▼

大
羽
沢 

一
翔
▼
川
口 

政
樹
▼
鈴

木 

節
子
▼
小
向 

穂
乃
伽
▼
木
村 

彩
音

【
団
体
】
町
テ
ニ
ス
協
会 

▼
円
子 

真
治
▼
袴
田 

晃
▼
小
川 

礼
子
▼

山
白 

憲
治
▼
中
川 

博
▼
川
口 

直

美
▼
馬
場 

龍
介
▼
成
田 

君
男
▼

上
平 

芽
衣
▼
安
ケ
平 

剛

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

●
久
保 

幸
大
（
十
和
田
工
業
高

等
学
校
／
弓
道
）

●
関
川 

翔
英
（
野
辺
地
高
等
学

校
／
陸
上
）

●
中
里 

航
（
八
戸
西
高
等
学
校

／
陸
上
）

●
浪
岡 

那
圭
（
八
戸
西
高
等
学

校
／
陸
上
）

●
松
川 

英
明
（
豊
原
／
卓
球
）

●
川
口 

優
香
子
（
緑
ヶ
丘
／
卓

球
）

●
宮
本 

隆
仁
（
青
葉
／
水
泳
）

●
松
橋 

智
美
（
三
本
木
／
陸
上
）

●
遠
藤 

寛
子
（
三
田
／
陸
上
）

●
八
重
垣 
奈
菜
（
三
本
木
／
陸

上
）

【
団
体
】
町
陸
上
競
技
協
会 

▼
溝

口 

る
み
子
▼
遠
藤 

寛
子
▼
松
橋 

智
美
▼
八
重
垣 

奈
菜

【
団
体
】
町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会 

▼

中
村 

恵
子
▼
髙
松 

譲
▼
髙
橋 

光

信【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
大
賞
】

●
工
藤 

光
治
（
洋
光
台
／
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

●
泉 

利
幸
（
洋
光
台
／
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

●
菊
地 

健
作
（
錦
ヶ
丘
／
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

●
円
子 

真
治
（
向
山
／
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
）

●
清
川 

め
ぐ
み
（
鶉
久
保
／
バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
）

【
団
体
】
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会 

▼
舘
脇 

寿
郎
▼
泉 

利
幸

▼
菊
地 

健
作
▼
大
槻 

勝
助
▼
村

田 

正
勝
▼
藤
本 

道
雄
▼
吉
田 

ト

シ
▼
松
本 

ミ
チ
▼
柏
崎 

照
▼
堤 

ア
サ
▼
大
澤 

ト
ミ
▼
蛯
名 

ツ
子

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

●
多
田 

辰
三
（
藤
ヶ
森
／
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

●
大
澤 

ト
ミ
（
鶉
久
保
／
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

●
菊
地 

ツ
ヨ
（
若
葉
／
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）
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最
優
秀
賞

踊
る
阿
呆
に
見
る
阿
呆

冨
田　
健
一
（
三
沢
市
）

最
優
秀
賞

華
麗
な
る
追
跡
者

工
藤　
和
子（
お
い
ら
せ
町
）

６月23日
㊐

10時スタ
ート！

白鳥と野鳥
フォトコンテスト
審査結果

おいらせ町観光協会では、町の観光資源である豊かな自然
をより多くの人に見てもらうため、「白鳥と野鳥フォトコン
テスト」を開催しました。全44点の応募があり、厳正な審
査のもと入賞作品が決定しましたので紹介します。（敬称略）

●優秀賞「ウォーミングアップ」　工藤　和子（おいらせ町）
●入　選「強風に向かう」　佐藤　篤史（三沢市）
●佳　作「日課」　五十嵐　智（おいらせ町）

飛び立つ瞬間の力強さ、そ
の一方で競争をしているようなコミカルさを感
じた。２匹が同じ形で並ぶことで想像の余地が
大きく広がっており、見ていて飽きない作品。

飛び立つ瞬間を
捉えた応募作品は数多くあるが、な
かでも強い躍動感を感じた。光源の
位置や色温度が作るドラマ性、それ
に加えて背景の選択から作られるコ
ントラストに目を引きつけられる。

●優秀賞「あかげら」
　小向　あゆみ（おいらせ町）
●入　選「あのネ」
　竹内　喜美子（八戸市）
●佳　作「３匹のバンドマン」
　橘　彩香（八戸市）

入賞作品は５月６日㊊㊗まで
ネイチャーセンター白鳥の家
で展示しています。
ぜひご覧ください。
問商工観光課
☎０１７８‒５６‒４７０３

白鳥部門

野鳥部門

審査員長コメント

審査員長コメント

▲３月９日、白鳥の家で行った表彰式における受賞者
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子どもの発達に好影響
「１日１マイル運動」

　「１日１マイル運動」や「デイリー・マイル」
と呼ばれる調査研究をご存じですか。これは
１日１回、１マイル（約1.6㎞ ）を15分程度で
ランニングしていると、していない人と比べ
て、身体的・内面的に好影響があるというも
のです。もともと英国の小学校で始まった１
日１マイル運動は、2015年から英国の大学が
実証実験を行い学術誌に発表したことから広
く知られるようになりました。その具体的な
改善効果は次のとおり。
①中高強度の身体活動が1日平均9.1分増加
②座位での活動時間が1日平均18.2分減少
③皮下脂肪が平均1.4㎜ 減少
④シャトルランが平均39ｍ向上
　今では世界35か国約3,600以上の小学校が
導入しています。小さい頃から活発に運動す

スポーツコラム ～スポーツを科学の視点で考えよう～
（社会教育・体育課スポーツ推進係）

る人は、骨密度が高くなり、大人になってか
らの骨折や骨粗しょう症を発症するリスクが
低くなります。また脳の発達を促進し、知性
を高めることにもつながるという研究成果も
あります。そのため、最近では職場の健康づ
くりの手段としても注目されています。
　さて、今年の「いちょうマラソン大会」の
受付も始まりました。皆さんもエントリーし
て、１日１マイル運動を始めませんか。

大会参加者募集‼
年齢制限なし、着順を競わない３㎞ 男女フリー

区分もあります！ ぜひご参加ください。
○申込期間　４月１日㊊～５月15日㊌
○申込方法　①郵便振替（大会パンフレット添付）
　　　　　　②ランネット（ランテスを利用）
○参 加 料　大人2,000円、高校生以下1,500円
★大会パンフレットを町内各所に設置中！★

ボランティアスタッフ募集‼
高校生以上で明るく元気な方、健康に自信のあ

る方などの協力をお願いします。スタッフには当
日の昼食をご用意します。
○従事日時　６月23日㊐　８時～正午
○集合場所　いちょう公園体育館
○従事内容　受付係など
○申込期限　５月15日㊌

おいらせ町
いちょうマラソン大会

第34回

６月23日
㊐

10時スタ
ート！

おいらせ町いちょうマラソン大会
　実行委員会事務局（社会教育・体育課内）
☎0178-56-4276

問
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小
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
読
書
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
者
１
０
７
１
人
）

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

優
秀
賞	
14
人

【
木
内
々
小
学
校
】

▼
野
村 

新
汰（
２
年
）▼
松
本 

隼（
５
年
）

【
甲
洋
小
学
校
】

▼
大
里 

安
潤
（
６
年
）

【
下
田
小
学
校
】

▼
成
田 

琉
真
（
５
年
）

【
百
石
小
学
校
】

▼
黒
澤 

一
心
（
５
年
）
▼
西
舘 

伸
祐
（
５

年
）

【
木
ノ
下
小
学
校
】

▼
田
中 

ク
ー
パ
ー
涼
（
１
年
）
▼
猪
股 

莉
怜
宙
（
２
年
）
▼
ロ
ジ
ャ
ー
ス 

セ

イ
デ
ィ
ー
小
雪
（
２
年
）
▼
佐
藤 

楓

子
（
４
年
）
▼
堤 

ま
し
ろ
（
４
年
）

【
下
田
中
学
校
】

▼
馬
場 

大
地
（
３
年
）

【
木
ノ
下
中
学
校
】

▼
二
本
柳 

ほ
の
か
（
１
年
）

【
百
石
中
学
校
】

▼
姥
神 

花
怜
（
２
年
）

佳
作	

30
人
　

【
木
内
々
小
学
校
】 

▼
竹
内 

結
莉
（
２
年
）

▼
立
花 

亜
季
（
３
年
）
▼
澤
舘 

頌
真

（
５
年
）

【
甲
洋
小
学
校
】 

▼
平 

蒼
基
（
１
年
）
▼

二
川
目 

杏
那
（
５
年
）

【
下
田
小
学
校
】 

▼
田
村 

沙
羅
（
３
年
）

▼
成
田 

快
聖
（
４
年
）
▼
下
道 

夏
子

（
６
年
）
▼
柏
崎 

紗
稀
子
（
６
年
）

【
百
石
小
学
校
】 

▼
田
嶋 

未
実
（
４
年
）

▼
小
野
田 
彩
乃
（
４
年
）
▼
渡
邉 

佑

奈
（
５
年
）

【
木
ノ
下
小
学
校
】 
▼
久
保
田 

桃
子
（
１

年
）
▼
髙
屋
敷 

祐
斗
（
１
年
）
▼
住

吉 

里
紗（
１
年
）▼
安
住 
颯
琉（
２
年
）

▼
麻
田 

幸
希
（
２
年
）
▼
和
田 
優
也

（
３
年
）
▼
橫
山 

七
海
（
４
年
）
▼
髙

田 

彩
芽（
５
年
）▼
藤
田 

美
月（
６
年
）

▼
秋
田 

梓
葉
（
６
年
）
▼
中
野 

結
花

（
６
年
）
▼
山
田 

結
子
（
６
年
）

【
下
田
中
学
校
】 

▼
高
野 

未
葡
（
１
年
）

▼
尾
崎 

彩
奈
（
３
年
）
▼
真
石 

美
紀

（
３
年
）

【
木
ノ
下
中
学
校
】 

▼
山
本 

心
桜
（
１
年
）

▼
新
井 

和
心
（
２
年
）
▼
野
澤 

さ
く

ら
（
２
年
）

図
書
館
で
は「
一
年
間
に
80
冊
の
読
書
」

を
目
標
に
、
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
達
成
者
に
は
賞
状
と

ス
テ
キ
な
賞
品
を
お
贈
り
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間

　
２
０
１
９
年
５
月
１
日
㊌

　
～
２
０
２
０
年
1
月
31
日
㊎

○
対
象
者　
町
民
ま
た
は
町
内
に
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
で
、
図
書
館
の
利
用

者
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

○
申
込
先　
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
北

公
民
館

問
社
会
教
育
・
体
育
課

　
☎
０
１
７
８‒

56‒

４
２
７
６

甲
洋
小
・
下
田
小
学
校
区
へ
の
転
入
・

転
居
者
に
助
成
す
る
「
地
域
の
元
気
再
生

定
住
促
進
助
成
金
」
は
、
３
月
31
日
で
終

了
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
ま
だ
助
成
を
受

け
て
い
な
い
世
帯
で
、
次
の
条
件
全
て
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
助
成
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
助
成
の
条
件
】

①
40
歳
未
満
の
夫
婦
、
ま
た
は
中
学
生
以

下
の
子
ど
も
を
扶
養
す
る
世
帯

②
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日
に
甲
洋
小
・
下
田
小
学
校
区
で
新

築
・
中
古
住
宅
を
取
得
、
ま
た
は
空
き

家
を
借
用
し
て
、
転
入
・
転
居
し
た
世

帯
※
転
入
者
は
３
年
以
上
連
続
し
て
町
外
に

住
ん
で
い
た
方
、
転
居
者
は
１
年
以
上

連
続
し
て
助
成
対
象
外
地
域
に
住
ん
で

い
た
方
が
対
象
で
す
。

問
政
策
推
進
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
２
７
３

平コ

文介

入
読賞
書者
感を
想紹

成ン
30ク
年ー
度ル

読
書

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

参
加
者
を
募
集
！

甲
洋
小
・

下
田
小
学
校
区
へ
の

転
入
・
転
居
者
に

助
成
金

▲平成30年度達成者表彰式の集合写真（達成者
49人、うち80個ゴール36人、50個ゴール13人）

ご
確
認
く
だ
さ
い
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▼
十
和
田
市
﹁
十
和
田
市
春
ま
つ
り
﹂

４
月
20
日
㊏
～
５
月
５
日
㊐
／
十
和

田
市
中
央
公
園
緑
地
ほ
か
（
問
十
和

田
市
観
光
協
会
☎
０
１
７
６︲

2₄︲

３
０
０
６
）

▼
三
沢
市
﹁
寺
山
修
司
記
念
館
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
９
春
﹂
５
月
３
日

㊎
～
５
日
㊐
／
寺
山
修
司
記
念
館

（
問
寺
山
修
司
記
念
館
☎
０
１
７
６

︲

59︲

３
４
３
４
）

▼
野
辺
地
町
﹁
の
へ
じ
春
ま
つ
り
﹂
４

月
27
日
㊏
～
５
月
６
日
㊊
／
愛
宕
公

園
ほ
か
（
問
野
辺
地
町
観
光
協
会
☎

０
１
７
５︲

6₄︲

９
５
５
５
）

▼
七
戸
町
﹁
第
９
回
し
ち
の
へ
ひ
な
ま

つ
り
﹂
４
月
26
日
㊎
～
28
日
㊐
10
時

～
15
時
／
七
戸
町
中
央
商
店
街
（
問

ひ
な
祭
り
の
会
☎
０
１
７
６︲

62︲

２
１
４
９
）

▼
横
浜
町
﹁
日
本
一
の
菜
花
摘
み
体

験
in
よ
こ
は
ま
﹂
４
月
1₄
日
㊐
／

自
然
苑
（
問
横
浜
町
観
光
協
会
☎

０
１
７
５︲

78︲

２
１
１
１
）

▼
六
戸
町
﹁
ろ
く
の
へ
春
ま
つ
り
﹂
５

月
２
日
㊍
～
５
日
㊐
／
舘
野
公
園

（
問
六
戸
町
観
光
協
会
☎
０
１
７
６

︲
55︲

４
４
９
５
）

▼
東
北
町
﹁
東
北
町
桜
ま
つ
り
﹂
４
月

27
日
㊏
～
５
月
６
日
㊊
／
小
川
原
湖

公
園
周
辺
（
問
東
北
町
商
工
観
光
課

☎
０
１
７
６︲
56︲
３
１
１
１
）

問  町立図書館
☎0178︲52︲3900Oirase New-Book's information  図書館／新着図書

図書館おすすめの本を紹介します。
麒麟児
冲方 丁 著

慶応４年。勝海舟は徳川家を守
るべく、決死の策を練る。官軍を
率いる西郷隆盛との和議交渉に
すべてを賭けて―。幕末の嵐の
中で対峙したふたりの「麒麟児」
の覚悟と決断を描く歴史長編。

一般書本と鍵の季節 
米澤 穂信 著

高校２年の図書委員、次郎と詩
門は、先輩から亡くなった祖父
が遺した金庫の鍵の番号を探り
当ててほしいと言われ…。図書室
に持ち込まれる謎に、ふたりの男
子高校生が挑む。全６編を収録。

一般書

樹木希林120の遺言 
樹木 希林 著

とにかく、世の中を面白がるこ
と。老いだって病気だって、自
分の栄養になる―。生・老・
病・死など普遍的なテーマを中
心に、樹木希林が残した120の
言葉を厳選して収録する。巻頭
には写真も掲載。

一般書 一般書

他にも新書を取りそろえています
「海近旅館」柏井壽／「帰去来」大沢在昌／「散
歩するネコ」群ようこ／「信長の原理」垣根涼介
／「ベルリンは晴れているか」深緑野分／「居た
場所」高山羽根子／「に・ほ・ん・も・の」中田英寿
／「精神科医が教える忘れる技術」岡野憲一郎
／「社会学はどこから来てどこへ行くのか」岸
政彦／「絵本作家のブルース」長谷川義史 ほか

Oirase-Library
event

information
今月の本展示

★一般・児童
【前年度よく読まれた本 】
前年度の貸出ランキング上
位（20位以内）の図書を一
般・児童に分けて展示。
おはなし会のおしらせ

★図書館（あそぼっと）
・ＭＯＭＯおはなしの会
４月27日㊏14：00から

・幼児のための読み聞かせ
４月25日㊍10：30から

4月の休館日■は休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

▼
六
戸
町
﹁
ろ
く
の
へ
春
ま
つ
り
﹂

▼
東
北
町
﹁
東
北
町
桜
ま
つ
り
﹂

上十三・十和田湖広域定住自立圏イベント情報

○広告サイズ
縦50ピクセル×横200ピクセル

○料金（１枠あたり）
月額3,000円（消費税込）

問・申込先　総務課 ☎０１７８‒５６‒２１６６

○申込方法　所定の「広告掲載申込書」、「広告掲
載者の要件に関する申立書」に「広告案（バナー
画像）」を添えて掲載開始希望月の１か月前まで
にお申し込みください。申込書などは総務課で
配付するほか町ホームページでダウンロードで
きます。

「町ホームページ」に広告を掲載しませんか？
町ホームページでは、有料広告を限定４枠で募集しています。
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環境保健課
（健康長寿推進室含む）
介護福祉課
（地域包括センター含む）

平成 31 年度 行政組織見直しのお知らせ④

４月 から 町の組織 が 変わります

組織見直しの目的や4月からの事務室配置
図、変更になる窓口業務は、広報1月号から
3月号に掲載しています。ご不便をおかけし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。

総務課 ☎0178－56－2166問

一部部署が移転します。
お手続きの際は、
ご注意ください。

変更前 変更後

明るく元気で持続可能なまちの実現に向けて、
町の組織を見直しします。

本庁舎に

移転します

福祉部門を本庁舎１階に配置します。
 政策公約『地域まるごとケア』の体制を整えます。
 同じフロアで多くの手続きを済ませられることで、住民
サービスの向上を図ります。

地域整備課 分庁舎に

移転します

環境保健課、介護福祉課が本庁舎に移転するため、
分庁舎の１階に移転します。

企画財政課 組織を

改編します

◇ 政策推進課（☎56－4273）
町の施策および計画の総合調整、地域振興、情報政策、
エネルギー対策、統計、男女共同参画の推進 など

◇ 財政管財課（☎56－4278）
財政計画、予算編成・管理、町有財産の維持・管理、
入札・契約 など

政策公約推進体制の強化と、将来を見据えた財政基盤の
確立に向けた組織体制にします。

分庁サービス課 課の名称と

窓口業務
が変わります

町民課分室（ちょうみんか ぶんしつ）になります。
組織見直しに伴い、窓口での取扱業務が変更になります。
※戸籍や住所変更、国民年金、子育てに関する届出は本庁舎のみ受付に
なります。取扱業務は、事前にお問い合わせになるか、広報３月号を
ご覧ください。

受付が 本庁舎のみ になる業務
 戸籍の届出、住民異動届の受付
 埋火葬および改葬許可書の交付
 国民年金に関すること
 児童手当、児童扶養手当の受付
 保育所の入退所受付
 乳幼児医療費、ひとり親家庭等

医療費の受付
 特別障害者手当、障害児福祉手当、

特別児童扶養手当の受付
 母子保健、成人保健
 軽自動車減免申請書、償却資産申告

書、簡易申告、家屋滅失申告の受付
 ナンバー交付および返納

（第1種・2種等）
 国民健康保険、後期高齢者医療制度、

介護保険に関すること

本庁舎 に配置する部署

階 部署名

階 議会事務局

階 総務課

まちづくり防災課

政策推進課

財政管財課

階 税務課

会計課

町民課

町民課 子育て支援室

環境保健課

環境保健課 健康長寿推進室

介護福祉課

介護福祉課 地域包括支援ｾﾝﾀｰ

分庁舎 に配置する部署

階 部署名

階 農林水産課

農業委員会

商工観光課

２ 階 学務課

学務課 指導室

社会教育・体育課

１ 階 地域整備課

町民課 分室
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地
域
企
業
と

災
害
協
定
締
結

健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
協
定

～
締
結
企
業
の
健
康
宣
言
を
紹
介
～

コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー

青
森
県
民
生
活
協
同
組
合
の

２
者
と
締
結

町
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
（
捧
雄

一
郎
理
事
長
・
写
真
㊤
）
お
よ
び
青
森
県
民
生
活
協
同
組

合
（
平
野
了
三
理
事
長
・
写
真
㊦
）
の
２
者
と
、
災
害
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定
で
は
、
避
難
所
へ
の
飲
料
水

や
日
常
生
活
用
品
な
ど
、
必
要
な
物
資
の
供
給
に
つ
い
て

定
め
て
い
ま
す
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
者
に
対
し
て
飲
食
料
や

災
害
対
応
に
必
要
な
物
資
を
確
保
し
、
十
分
な
供
給
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
町
民
の
生
命
を
守
る
災
害
応
急
対

策
と
し
て
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

町
は
企
業
・
団
体
と
連
携
・
協
力
し
、
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
新
た
に

協
定
を
締
結
し
た
企
業
の
健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

問
環
境
保
健
課
健
康
長
寿
推
進
室

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
５
５
１

健
康
宣
言

株
式
会
社
川
長

わ
が
社
は
地
産
根
菜
類
を
地
元
の
生
産
者
の
協
力
の
も

と
集
荷
し
、
川
長
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
各
地
の
卸
売
市

場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
適
正
農
業
規
範
）

に
よ
る
食
の
安
全
、
働
き
や
す
い
環
境
の
実
践
と
と
も
に

社
員
の
健
康
向
上
に
も
次
の
と
お
り
取
り
組
み
ま
す
。

▽
定
期
健
康
診
断
の
受
診

▽
長
時
間
労
働
の
是
正

▽
喫
煙
対
策

▽
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

▽
旬
野
菜
の
摂
取
促
進

発掘作業員
○応募条件　満60歳以下で現地まで通勤できる健

康な町民
○応募人数　若干名
○募集期間　５月10日㊎まで
○申込方法　おいらせ阿光坊古墳館窓口で申込用紙

に必要事項を記入し、提出ください。
※ゴールデンウィーク期間中は、事前に電話で営

業日をご確認ください。

○賃　　金　時給830円(現場まで２km以上の場
合は通勤手当を支給)

○勤 務 日　㊋～㊎（㊏㊐㊊㊗は休日）
○勤務時間　９時～17時
○調査期間　５月末～８月中旬を予定
※審査のうえ５月中旬までに採用結果を通知します

問・応募先 おいらせ阿光坊古墳館
☎0178-20-0405（月曜休館）

募集
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まちのわだい

町の将来やまちづくりの方向性について考える「お
いらせ町地方創生懇談会」を町民交流センターで開催
し、およそ40人が参加して意見を交わしました。

第１部のパネルディスカッションでは、八戸工業高
等専門学校の河村信治教授がコーディネーターとなっ
て、４人のパネリストの活動を紹介しながら、子育て
をテーマに議論しました。

第２部のワークショップでは、参加者が３グループ
に分かれ、町で子育てするうえでの魅力や課題につい
て、さまざまな意見を交わしました。

町と商業関係者などで組織するおいらせ町地域振興
協議会（理事長・成田隆町長）は東公民館とイオンモ
ール下田で、高齢者の移住促進による地方創生の取り
組みである「生涯活躍のまち・日本版CCRC（Continuing 
Care Retirement Community）」の勉強会を開催し
ました。

岩手県でサービス付き高齢者向け住宅「オークフィ
ールド（八幡平市）」を経営してCCRC推進に取り組
む山下直基氏（いろいろ㈱取締役）を講師に招き、ア
クティブシニアの移住促進の事例を学びました。

ロボットの性能や操作技術を競い合う県・げんねん
ジュニアロボットコンテストが六ヶ所村で開催され、
町少年少女アイデアクラブの４人が入賞しました。

川村美咲さん（木内々小６年）がロボ相撲個人で優
勝、袴田凌正さん（同小４年）と吉田真比呂さん（同
小４年）が混成チームでパフォーマンス賞、中出大翔
さん（同小６年）が混成チームでデザイン賞をそれぞ
れ受賞。２月26日に松林教育長のもとへ報告に訪れ、

「ロボット作りはとても楽しい、来年も絶対に出場し
たい」とこれからの意気込みを語りました。

ま

生

ロ

ちの将来像を考える

涯活躍のまち・CCRCを学ぶ

ボットコンテストで入賞

おいらせ町地方創生懇談会　2/2

生涯活躍のまち・
日本版ＣＣＲＣ勉強会　2/7

青森県・げんねんジュニアロボット
コンテスト2/9

▼
▼

▼

活発な議論が交わされたワークショップ

東公民館での勉強会の様子

コンテストに参加した同クラブの子どもたち
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まちのわだい

どもたちの募金で国際貢献

育て世代と意見交換

震・津波に備えた図上訓練

町内の青少年（こども）赤十字加盟保育園６園（川
口保育園、下田こども園、本村こども園、あゆみ保育
園、錦ヶ丘保育園、深沢保育園）と町赤十字奉仕団

（吉田長一委員長）が、日本赤十字社青森県支部へ
「１円募金」で集めたお金を贈呈しました。

贈呈式では、各園の園児が「皆で一生懸命集めまし
た、大切に使ってください」と同社おいらせ分区長・
成田町長へ募金を手渡しました。１円募金は、川口保
育園が先駆者として長年にわたって実施していた活動
で、集めたお金は海外の青少年支援などに使われます。

青少年（こども）赤十字１円募金
贈呈式　2/13

▼
▼

▼

成田町長へ募金を届けた各園の代表園児たち

ふれあいトーク参加者の集合写真

大型図面などから災害情報を確認する参加者

子育て世代からまちづくりに関する意見を聴くた
め、東公民館で「町長とふれあいトーク」を行いまし
た。町内小中学校のPTA役員が集まって、PTA活動、
給食費無料化、いじめ問題、部活動のあり方など、さ
まざまな質問や意見が交わされました。

遊び方の変化や、インターネットを介したいじめに
戸惑いを見せる意見が出た一方で、「大人が積極的に
スマートフォンなどを使って理解しなければ、子ども
たちを指導することはできない」と、時代の変化に向
き合おうとする意見も出て、活発な議論となりました。

発災時のスムーズな初動活動に繋げるための図上訓
練を中央公民館で開催し、町職員のほか町消防団や自
衛隊、三沢警察署、おいらせ消防署、八戸圏域水道企
業団などの関係機関から約60人が参加しました。

訓練は、青森県太平洋沖を震源とするマグニチュー
ド8.0の地震が発生し、当町では震度６弱を観測して
大津波警報が発表された想定で行われました。地域防
災計画にもとづいた初動活動の流れや、災害対応で留
意すべき点などを訓練で確認し、災害に備えました。

町長とふれあいトーク　2/13

発災時の図上訓練　2/14

子

子

地
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まちのわだい

身体機能の向上や認知症予防として取り組んでいる
「100歳体操」について、モデル地区である三本木町
内会の報告会をみなくる館で行いました。

報告会には町内会長やほのぼの交流協力員、民生委
員など104人が参加。三本木町内会や先進地である三
戸町などの取り組みが紹介されたほか、実際におもり
を着用した体操も体験しました。

今後は、この体操を町内全域に拡大させ、各集会施
設を拠点に自主的に健康づくりと介護予防に取り組ん
でいく地域を増やしていきます。

２月17日に100歳を迎えられた齋藤ツヤさん（本
町一丁目）へ、長寿祝い金を贈呈しました。百人一首
と旅行が趣味の齋藤さんは、大正８年に東京都品川区
で生まれ、４歳の頃に父の実家である八戸市を経て百
石町（当時）へ移り住みました。

贈呈式は２月21日、齋藤さんの自宅で家族が見守
るなか行われ、齋藤さんはしっかりとした足取りで祝
い金の目録と国・県からの顕彰状を成田町長から受け
取ると、「ありがとうございます」と元気にお礼を言
いました。

髙橋勝四郎さん（大工町）が瑞宝双光章を受章され
ました。髙橋さん宅において２月21日に行われた伝
達式では、松林教育長から髙橋さんに対して勲章と勲
記が手渡されました。

髙橋さんは、旧下田町立（当時、現おいらせ町立）
下田小学校長などの要職を歴任されるなど、長きにわ
たり初等中等教育の振興と発展に尽力された功績が認
められての受章となりました。誠におめでとうござい
ます。

健

百

髙

康な身体で目指せ100歳

歳到達者へ長寿祝い金

橋勝四郎さんへ瑞宝双光章

みんな集まれ！
おいらの100歳体操報告会　2/20

百歳長寿祝い金の贈呈　2/21

髙橋勝四郎さんへの
瑞宝双光章の伝達　2/21

▼
▼

▼

100歳体操を体験する参加者

祝い金を受け取った齋藤ツヤさん（左から２番目）

贈られた勲記と勲章を掲げる髙橋さん夫婦
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まちのわだい

域農業の女性リーダー・ViCウーマン

ッキ貝の美味しい食べ方を学ぶ

校給食センターを見学

地域のより良い農林水産業とくらしを指揮する女性
リーダーである「ViCウーマン（Village Conductor 
of Woman）」に、加藤夕紀子さん（木ノ下）が、青
森県から新たに認定されました。

加藤さんは農業経営だけでなく、地元農産物のPR
活動や体験イベントを通じた農業普及活動などにも積
極的に取り組んでいることから、今回の認定に至りま
した。成田町長は同じ農業者として「農業はとてもや
りがいがあり、楽しい仕事。これからも頑張って」と
激励しました。

ViCウーマン・加藤夕紀子さん
表敬訪問　2/22

▼
▼

▼

認定の報告のため成田町長のもとを訪ねた加藤さん

漁協女性部の指導を受けながら調理する参加者

鈴木所長から説明を受ける見学者たち

おいらせ町の冬の味覚・ホッキ貝の良さを広めるた
め、ホッキ貝料理教室をいきいき館で行いました。

料理教室には18人が参加し、百石町漁協女性部（種
市はるゑ部長）４人から指導を受けながら、ホッキ味
噌、ホッキなます、ホッキサラダ、ホッキバター炒め
の調理に挑戦。ホッキ貝の美味しい調理法を学びまし
た。参加した女性（木ノ下在住）からは「ホッキの貝
むきは難しいと思っていたが、教えられると簡単だっ
た」との感想が聞かれました。

子どもたちが普段食べている学校給食への理解を深
めてもらうため、学校給食センター見学・試食会を開
催しました。見学・試食会には14人が参加し、セン
ター職員の案内のもと施設内を見学した後、栄養士か
ら学校給食の目的や調理方針について説明を受けまし
た。その後の試食では、実際に当日の献立てとなって
いるけんちん汁、白身魚カリカリフライ、豚肉と昆布
の炒り煮などを味わいました。

町では、子どもたちが少しでも残さず美味しく食べ
てくれるように、日々研究を重ね工夫しています。

ホッキ貝料理教室　2/27

学校給食センター見学・
試食会　2/27

地

ホ

学
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

各
種
施
策
・
行
事
案
内

北部出張所でも
各種証明書を

発行しています
●住民票、町名変更の証明書
●戸籍謄本、戸籍の附票
●印鑑証明書
※印鑑登録・廃止・

　　再発行の手続きはできません
●所得証明書・課税所得証明書
●評価証明書など
　資産に関する証明書
●納税証明書（車検用含む）
●粗大ごみ処理券
●健診無料券など

※住所変更、戸籍届出、保険証
交付などは取り扱いできません。

㉄北部出張所
☎0176-50-1208

※運転免許証、保険証など本
人確認ができる公的書類を
持参ください。手続きに
よっては説明や追加書類が
必要になります。

氣比神社

木ノ下小
しもだ
幼稚園

北部出張所（北公民館内）

青葉公園

情報

日時 行事内容

三
田
保
育
園

11日㊍ 10：00～10：45 ベビーリトミックサークル
12日㊎ 10：00～11：30 スクラップブッキングクラブ　ちょき・ぺた
16日㊋ 10：00～12：00 ハンドメイドクラブ
17日㊌ 10：00～12：00 すこやかDAY（成長記録・身体計測）
18日㊍ 10：00～11：30 親子クラブ
19日㊎ 10：00～11：30 よちよちひろば
22日㊊ 10：00～12：00 ハッピーキッズ（ハーフバースディ・１歳バースディカード製作）
23日㊋ 10：30～12：00 アフタービクスサークル
24日㊌ 10：00～12：00 ほっとカフェ
★詳しい内容は「たんぽぽつうしん」をご覧ください。

菜
の
花
こ
ど
も
園

【園内】
5日㊎ 11：00～12：00 フラダンスサークル
6日㊏ 9：30～10：00 保育体験
8日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
10日㊌ 10：00～11：30 アンパンマンサークル「アルバム作り」
11日㊍ 10：00～11：30 わくわくサークル「おもちゃ作り」
17日㊌ 10：00～11：30 フラワーサークル「小物製作」
19日㊎ 11：00～12：00 フラダンスサークル
20日㊏ 9：30～10：00 保育体験・離乳食教室
20日㊏ 10：00～11：30 クックサークル「じゃがいもとさつまいものコロコロボール作り」
22日㊊ 10：00～11：30 リラックマサークル「自由遊び、おしゃべりタイムなど」
24日㊌ 10：00～11：30 すくすくルーム　身長・体重計測、手形作成、赤ちゃん運動など
【園外】
23日㊋ 10：30～11：30 ふれあい遊び【みらい館サークル】
25日㊍ 10：30～11：30 こいのぼり制作【みらい館サークル】
★詳しい内容は「わくわく通信」をご覧ください。

あ
ゆ
み
保
育
園

16日㊋ 9：50～11：30 英語であそぼ【北公民館】

17日㊌ 9：50～12：30 顔合わせ・こいのぼり制作
【デイサービス和花（下明堂56-１）】

18日㊍ 9：50～11：00 ちょっとママ体験ルーム
※0～1歳のお子様がいる人または妊娠中の人が対象

23日㊋ 9：50～12：30 ファミリーサロン・給食体験
24日㊌ 9：50～11：50 はんど&はあと【デイサービス和花（下明堂56-１）】
25日㊍ 9：50～11：50 おいらせクロパ【東公民館】
26日㊎ 9：30～11：50 お花見会
★詳しい内容は「きらら通信」をご覧ください。

三田保育園
☎0178-56-2008

菜の花こども園
☎0176-53-8670

あゆみ保育園
☎0178-52-2206

子育て支援センター事業は、子育て支
援の一環として町が保育施設に委託し
て実施しています。各行事は、子育て
家庭ならどなたでも参加できます。参
加希望者はお問い合わせください。

Oi
ras

ee CChildren's Supppoorrtt Center
Let's

enjoy--HHobby-Event-Experience

aacc
tiv

ity
-e

tc
...

子育て支援
センターの

サークルにおいでよ!

4
お
問
合
せ
先

（主催）菜の花こども園、あゆみ保育園、三田保育園

●場所：イオン下田西コート
●内容：えほん、手遊び、
　　　　ふれあい遊びなど

４月15日㊊　11時～
広場

おいらせ町子育て支援センター
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有料広告

陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地

創
立
63
周
年
記
念
行
事

迫
力
満
点
の
訓
練
展
示
、
大
人
気
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
戦
車
の
体
験
搭
乗
な
ど
を

楽
し
め
ま
す
。入
場
無
料
で
駐
車
場
完
備
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。

○
日
時　
４
月
20
日
㊏　
９
時
～
15
時

○
場
所　
陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地

問
八
戸
駐
屯
地
司
令
業
務
室
広
報
班

☎
０
１
７
８‒

28‒

３
１
１
１

講　
座

公
共
職
業
訓
練

「
住
宅
建
築
施
工
科
」

離
職
者
の
早
期
再
就
職
の
た
め
、
公
共

職
業
訓
練
「
住
宅
建
築
施
工
科
」
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

込
み
を
し
て
い
る
人

○
内
容　
木
造
住
宅
の
施
工
方
法
に
関
す

る
技
能
・
知
識
の
習
得

○
訓
練
期
間 

６
月
５
日
㊌
～
11
月
28
日
㊍

○
場
所　
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
八
戸
実
習
場

○
定
員　
15
人 催　

し

○
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

○
申
込
期
間　
４
月
12
日
㊎
～
５
月
17
日

㊎
○
申
込
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

○
訓
練
見
学
会
（
無
料
）　
▼
日
時
…
４

月
25
日
㊍
、
５
月
９
日
㊍
10
時
～
正
午

問
青
森
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

八
戸
実
習
場

　
☎
０
１
７
８‒

73‒

５
５
３
５

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
職
者
を
対
象

に
、
各
種
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す
。
無

料
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
生
後
４
か
月
～
小

学
生
未
満
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
訓
練
科
目　
Ｉ
Ｔ
事
務
基
礎
科

○
訓
練
期
間 

６
月
28
日
㊎
～
10
月
25
日

㊎
○
募
集
期
間　
６
月
４
日
㊋
ま
で

○
定
員　
15
人

○
選
考
日　
６
月
10
日
㊊

○
結
果
通
知
日　
６
月
13
日
㊍

○
目
標
資
格　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

技
能
評
価
試
験
、
表
計
算
部
門
３
級
等

○
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

問
Ｐ
Ｃ
ラ
ン
ド
三
沢
校

☎
０
１
７
６‒

51‒

２
０
６
８

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門
編
）

○
日
時　
５
月
13
日
㊊
か
ら
毎
週
月
陽

19
時
～
20
時
30
分

○
場
所　

三
沢
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
療
育
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

ボ
イ
ス
内
）

○
申
込
期
間　
４
月
１
日
㊊
～
19
日
㊎

○
申
込
方
法　
所
定
の
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
介
護
福
祉
課

で
配
付
す
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
対
象
者　
16
歳
以
上
の
方

○
定
員　
先
着
20
人

○
受
講
料　
テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
介
護
福
祉
課

　
☎
０
１
７
８‒

56‒

４
７
０
５

町教育委員会定例会の日程

●日時　４月25日㊍ 15：00～
●場所　役場分庁舎・401会議室
※自由に傍聴できます。詳しくはお問い合わせください。
※団体（５人以上）での傍聴は前日までにご連絡ください。

問 学務課 ☎0178-56-4258
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募　
集

国
家
公
務
員
採
用
試
験

人
事
院
で
は
、
次
の
と
お
り
国
家
公
務

員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
・
大
卒
程
度
試
験
）】

○
申
込
期
間　
４
月
８
日
㊊
ま
で

○
第
１
次
試
験
日　
４
月
28
日
㊐

【
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）】

○
申
込
期
間　
４
月
５
日
㊎
～
17
日
㊌

○
第
１
次
試
験
日　
６
月
16
日
㊐

【
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）】

○
申
込
期
間　
６
月
17
日
㊊
～
26
日
㊌

○
第
１
次
試
験
日　
９
月
１
日
㊐

※
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細

は
、人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.

htm

）
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２
‒
２
２
１
‒
２
０
２
２

自
衛
官
募
集
案
内

﹇
一
般
幹
部
候
補
生
（
一
般
・
飛
行
）

○
資
格

22
～
25
歳
の
者
（
４
月
１
日
現

在
、
修
士
課
程
修
了
者
は
～
27
歳
）

○
受
付
期
間　
５
月
１
日
㊌
ま
で

○
試
験
日　
５
月
11
日
㊏
（
筆
記
試
験
）

／
12
日
㊐
（
筆
記
式
操
縦
適
性
検
査
、

飛
行
要
員
の
み
）

○
試
験
場
所　
個
別
に
連
絡
し
ま
す

﹇
海
上
自
衛
隊
技
術
海
上
幹
部
／

航
空
自
衛
隊
技
術
航
空
幹
部
﹈

○
資
格

37
歳
以
下
の
者

○
受
付
期
間　
４
月
19
日
㊎
～
５
月
2₄
日

㊎
○
試
験
日　
６
月
2₄
日
㊊

○
試
験
場
所　
（
海
自
）横
須
賀
基
地
、（
空

自
）
目
黒
基
地

﹇
海
上
自
衛
隊
・
技
術
海
曹
／

航
空
自
衛
隊
技
術
空
曹
﹈

○
資
格　
（
海
自
）
20
歳
以
上
で
各
種
国

家
免
許
資
格
を
保
有
す
る
者
、（
空
自
）

21
歳
以
上
で
第
２
種
電
気
主
任
技
術
者

お
よ
び
20
歳
以
上
で
第
３
種
電
気
主
任

技
術
者

○
受
付
期
間　
４
月
19
日
㊎
～
５
月
2₄
日

㊎
○
試
験
日　
６
月
21
日
㊎

○
試
験
場
所　
（
海
自
）
八
戸
航
空
基
地
、

（
空
自
）
府
中
基
地

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部
・
三
沢

募
集
案
内
所

☎
０
１
７
６‒

53‒

１
３
４
６
︵
℻  
兼
︶

―
下
田
公
園

湿
生
花
園
―

春
を
代
表
す
る
花
と
い
え
ば
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
の
桜
を
思
い
浮
か
べ
る

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
下
田
公
園

で
は
他
に
も
珍
し
い
春
の
植
物
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

４
月
上
旬
～
５
月
上
旬
、
園
内
の
一

角
に
あ
る
湿
生
花
園
で
は
座
禅
草
と
水

芭
蕉
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
訪
れ
た
人
た

ち
を
歓
迎
し
ま
す
。
座
禅
草
の
名
前
は
、

仏
像
の
光
背
で
僧
侶
が
座
禅
を
組
む
様

子
に
似
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

ま
た
、
水
芭
蕉
の
群
生
地
と
し
て
尾
瀬

国
立
公
園
や
県
内
で
は
新
郷
村
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
お
い
ら
せ
町
で
も

間
近
に
見
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
と
い
う

の
は
、
貴
重
な
こ
と
で
す
。
曲
線
を
描

く
白
い
花
弁
が
美
し
い
で
す
ね
。

冬
が
過
ぎ
、
草
木
が
芽
吹
く
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
木
漏
れ
日

が
差
し
込
み
、
鳥
の
さ
え
ず
り
が
響
く

心
地
よ
い
空
間
に
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

商
工
観
光
課☎

０
１
７
８‒

56‒

４
７
０
３
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お
知
ら
せ

山
火
事
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

「
山
火
事
防
止
運
動
強
化
期
間
」

野
山
が
乾
燥
し

て
、
山
火
事
が
発

生
し
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

青
森
県
で
は
、
４

月
10
日
～
６
月
10

日
を
「
山
火
事
防

止
運
動
強
化
期

間
」
と
定
め
、
山

火
事
防
止
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ
て
広
く

県
民
に
山
火
事
防
止
を
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。山

火
事
は
、
た
ば
こ
や
火
入
れ
の
不
始

末
に
よ
り
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
注

意
し
て
山
火
事
を
防
止
し
、
大
切
な
森
林

を
未
来
へ
引
き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
農
林
水
産
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
２
７
９

募　
集

野
菜
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

町
で
は
、
農
家
以
外
の
方
々
に
も
農
作

物
や
花
を
育
て
収
穫
す
る
喜
び
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
た
め
、
農
園
を
開
設
し
て
い
ま

す
。興
味
の
あ
る
方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
農
園
場
所　
お
い
ら
せ
町
向
山
三
丁
目

３︲

7₄
（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

○
面
積　
１
区
画
15
坪
（
50
㎡
）

○
利
用
期
間　
４
月
下
旬
～
10
月
末
日

○
設
備　
貸
農
具
、
農
具
小
屋
、
駐
車
場　

な
ど

○
区
画
数

29
区
画

○
利
用
条
件　
町
民
に
限
る

○
利
用
料　
無
料
（
１
人
も
し
く
は
１
世

帯
に
対
し
２
区
画
ま
で
）

○
応
募
方
法  

４
月
１
日
㊊
～
12
日
㊎
に

申
込
用
紙
を
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
農
林
水
産
課
も
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
農
林
水
産
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
２
７
９

青い森鉄道→

←至 六戸

第二みちのく有料道路

農園

おいらせ消防署だより

●野焼き行為の禁止
野焼きは一部の例外を除いて禁止です。付近住民から「危
ない」「けむい」「臭い」との苦情が毎年多数寄せられていま
す。野焼きをする際は、必ず次のことをお守りください。
❶事前に消防署へ届け出る
❷風が強く空気が乾燥している時は燃やさない
❸消火の準備をすること
❹その場を離れる時は完全に火を消すこと

●八戸広域消防本部管内火災件数
3月 4月 5月

H28 20件 21件 27件
H29 5件 17件 15件
H30 12件 18件 11件

春の火災予防パレード４月14日㊐ ９時～10時
消防団では、地域住民の火災予防思想の普及啓発のため、
消防車両による町内広報巡回パレードを行います。警鐘を鳴らしながら広報アナウンスを行いますの
で、ご理解とご協力をお願いします。 ㉄まちづくり防災課消防防災係 ☎0178︲56︲2131

４月８日㊊～ 14日㊐は、『忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認』を統一標語に掲げて、
県下一斉に「春の火災予防運動」が実施されます。

 おいらせ消防署 ☎0178-56-2525
 北分遣所 ☎0176-51-2170

問

県下一斉‼「春の火災予防運動」
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お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

○
改
元
に
よ
る
元
号
の
読
み
替
え

５
月
１
日
か
ら
改
元
さ
れ
ま
す
。
新
元

号
発
表
後
、
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
が
、

一
部
の
「
被
保
険
者
証
」
や
「
通
知
書
」

な
ど
で
、「
平
成
」
と
表
記
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
想
定
さ
れ
ま
す
。現
在
お
使
い
の「
被

保
険
者
証
」
の
有
効
期
限
は
平
成
31
年
７

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
平
成
」

と
表
記
さ
れ
て
い
て
も
、
変
わ
り
な
く
お

使
い
に
な
れ
ま
す
。

な
お
、
８
月
以
降
お
使
い
い
た
だ
く
新

し
い
被
保
険
者
証
か
ら
、
新
元
号
に
対
応

し
た
表
記
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問【
国
民
健
康
保
険
の
こ
と
】

環
境
保
健
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
２
１
８

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
こ
と
】

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
１
７
‒
７
２
１
‒
３
８
２
１

松
く
い
虫
被
害
と

ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
予
防

松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

マ
キ
リ
と
い
う
昆
虫
に
よ
っ
て
運
ば
れ
る

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な

線
虫
が
マ
ツ
の
木
に
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
マ
ツ
が
枯
れ
る
伝
染
病
で
、
県
内

で
は
深
浦
町
と
南
部
町
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
、
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
い
う
昆
虫
が
運
ぶ
ナ

ラ
菌
に
よ
っ
て
ミ
ズ
ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど

の
ナ
ラ
類
が
枯
れ
る
伝
染
病
で
、
県
内
で

は
深
浦
町
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
が
県
内
各
地
で
発
生
す

る
と
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
・
経
済
の
ほ
か
、
本
県
が
誇
る
自
然
景

観
や
観
光
資
源
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
身
の
回
り
で
枯
れ
て
い
る
、
ま

た
は
枯
れ
か
か
っ
て
い
る
マ
ツ
や
ナ
ラ
類

を
見
つ
け
た
ら
、
町
農
林
水
産
課
ま
た

は
上
北
地
域
県
民
局
林
業
振
興
課
（
☎

０
１
７
６
‒
２
４
‒
３
３
７
９
）
へ
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
２
７
９

相　
談

平
成
31
年
度
教
育
相
談

児
童
生
徒
と
そ
の
関
係
者
を
対
象
に
、

い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
、
し
つ
け
、
進

路
、
勉
強
に
関
す
る
こ
と
な
ど
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

○
在
室
日　
毎
週
㊋
㊌
㊍
曜
日

○
時
間　
９
時
～
11
時
半
、
13
時
～
16
時

○
場
所　
み
な
く
る
館
内「
教
育
相
談
室
」

問
教
育
相
談
電
話

☎
０
１
７
８‒

56‒

２
０
１
９

納
税
相
談

日
中
、
お
仕
事
な
ど
で
税
金
の
納
付
や

相
談
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
夜
間
と
休

日
に
納
税
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。
開

設
時
間
内
で
あ
れ
ば
各
種
税
金
を
納
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
夜
間
納
税
相
談　
17
時
～
20
時

［
本
庁
舎
（
税
務
課
）］

▼
４
月
２
日
㊋
・
16
日
㊋

［
分
庁
舎
（
分
庁
サ
ー
ビ
ス
課
）］

▼
４
月
９
日
㊋
・
23
日
㊋

○
休
日
納
税
相
談　
８
時
半
～
17
時

［
本
庁
舎
（
税
務
課
）］

▼
４
月
７
日
㊐

★
税
金
・
保
険
料
の
４
月
１
日
㊊
納
期
限

の
督
促
状
発
送
日
は
、４
月
19
日
で
す
。

★
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
が
、
金

融
機
関
や
役
場
窓
口
で
税
金
・
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
自
宅
へ

訪
問
し
徴
収
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

★
納
め
忘
れ
の
防
止
に
は
、
手
間
の
か
か

ら
な
い
口
座
振
替
が
お
ス
ス
メ
！

問
税
務
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

４
７
０
４

行
政
相
談

皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
関

わ
っ
て
い
る
役
所
の
事
務
・
手
続
き
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談
員
が
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
日
時　
４
月
17
日
㊌　
10
時
～
12
時

○
場
所　
中
央
公
民
館

○
相
談
員　
中
村 

廣
美

問
総
務
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

２
１
６
６

心
配
ご
と
相
談

○
日
時　
４
月
３
日
㊌　
10
時
～
12
時

○
場
所　
い
き
い
き
館
・
談
話
室

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
７
８‒

52‒

７
０
６
６
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浄化槽設置・浸透桝の
再設置に補助金を交付

下水道使用料の納付は
口座振替が便利です!

便器・排水管・下水道の

詰まりや破損を
防ぎましょう

下水道施設が当面整備されない地区の浄化槽設置
に、補助金を交付します。浄化槽設置は住宅・事業
所が対象で、貸家などは対象外です。また、今年度
から一般住宅を対象に、既存の浄化槽の浸透桝を再
設置する場合にも補助金を交付します。

●申請期限　2019年12月20日㊎まで
※工事着工前に指定の申請書類を提出すること

●主な交付要件
①公共下水道事業認可区域外に設置すること
②2020年3月20日までに事業完了すること
③本人と世帯が町税などを滞納していないこと

●対象者と補助限度額【浸透桝の再設置者】
★2019年度新規事業★
住宅用合併浄化槽の設置後5年以上経過し、浸透桝
が浸透しなくなった人

限度額（一律） 50,000円

●対象者と補助限度額【浄化槽設置者】
浄化槽を新たに設置する人、合併浄化槽に切り替
える人

浄化槽区分 一般住宅用
限度額

事業所用
限度額

5人槽 529,000円 352,000円

6人～ 7人槽 662,000円 441,000円

8人～ 10人槽 897,000円 598,000円

11人～ 15人槽 ― 876,000円

16人槽以上（上限） ― 1,174,000円

◆便利な「口座振替」
下水道使用料の納付は、ご指定の口座から自動的にお支払

いができる「口座振替」のご利用が便利です。
【手続き方法】取扱金融機関の窓口に、①「お客様番号」の分
かるもの（水道・下水道使用水量のお知らせなど）、②通帳、
③お届け印をお持ちください。

◆下水道使用料の減量認定
○一般家庭で水稲の育苗や菜園への散水など、下水道に排出

されない上水道が平常時と比べ、１か月あたり5㎥以上ある
場合は減量認定の対象となる場合があります。事前にご相
談ください。営業用の場合は、量水器の設置が必要となり
ます。

○上水道の漏水により、汚水排水量が著しく相違する場合に
は減量認定の対象となります。一定の条件がありますので
ご相談ください。

◆10連休にともなう口座振替日の変更
平成31年度３～４月分の振替日を次のとおり変更します。

初回振替日：４月30日を５月７日㊋に変更
追加振替日：５月13日を５月15日㊌に変更

◎詰まりや破損について
排水溝に流してはいけないものを流す

と、重大な事故や清掃・修理などの余分な
出費につながります。
◎次の点に気をつけ適切に利用しましょう
①生ゴミ・油類を流さない

生ゴミは滞留することで、また油類は冷
えて固まることで詰まりの原因になります。
②トイレはトイレットペーパー以外を流さ
ない
ティッシュペーパー、ウェットティッ

シュ、生理用品、ビニール、掃除用シート
などは、使用方法や注意書を確認し、適切
に処理してください。
③危険物を流さない

ゴミやアルコール、ガソリンなどの危険
物を流すと、重大な事故につながります。

問 地域整備課下水道係 ☎0178-56-4819
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平成31年度  町税等の納期限日

■納期限内に納めなかった場合は…
町税等を納期限までに納付いただけない場合、税負担の公平性を保つため、次の手順で滞納整理を行います。

差押え等の滞納処分は、主に連絡や相談がない方や、約束いただいた納付計画が守られていない方を対象に
実施します。
特別な事情により納付が困難になったときは、お早目に税務課までご相談ください。

納期限内の納付にご理解とご協力をお願いします。

平成31年度の町税・保険料などの納期限日は、下表のとおりです。納期限内の納付をお願いいたします。
口座振替をご利用の方は、納期限日が振替日です。振替日の前日までに預貯金の残高をご確認ください。

税目
平成31年度　期別納期限日

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 翌１月 翌２月

軽自動車税 全期
31日

固定資産税 第１期 第２期 第３期 第４期
31日 31日 30日 12月2日

町・県民税
(普通徴収）

第１期 第２期 第３期 第４期
7月1日 9月2日 31日 25日

国民健康
保険税
(普通徴収）

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
31日 9月2日 30日 31日 12月2日 25日 31日 3月2日

介護保険料
(普通徴収）

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
31日 9月2日 30日 31日 12月2日 25日 31日 3月2日

後期高齢者
医療保険料
（普通徴収）

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
31日 9月2日 30日 31日 12月2日 25日 31日 3月2日

納期限を過ぎますと、延滞金（納期限と税額により計算）が加算される場合があります。
納付する日によっては、延滞金もあわせて納めていただく必要があります。納 期 限 の 経 過

地方税法の規定により、納期限後20日以内に督促状を発送します。
督促状が発送されると、督促手数料もあわせて納めていただく必要があります。督　　　促

自主納付を促すため、文書・電話・訪問等による催告を行います。
※滞納の状況や経緯によって、催告を省略し滞納処分を実施する場合もあります。催　　　告

給与・預金・不動産等を調査し、その結果に基づき差し押えを行います。滞納処分（差押え）

差押えた財産を現金化し、町税等に充てることになります。換　　　価

問 税務課
☎0178-56-4704
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日・曜日 催事名 時間（※は受付） 開催場所 備考

1㊊

2㊋

3㊌

4㊍

5㊎

6㊏

7㊐ 愛の献血 10:00 ～ 16:30 イオンモール下田 ボウリング場入口

8㊊ 南地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 老人福祉センター

9㊋

10㊌

２～３か月健康相談 ※ 10:00 ～ 10:20 老人福祉センター 対象：平成31年１月生まれ

母乳相談 ※要予約 老人福祉センター 対象：妊産婦

北地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 北公民館

11㊍ 百石地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 のびのび館

12㊎

13㊏

14㊐

15㊊ 南地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 老人福祉センター

16㊋

17㊌ 北地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 北公民館

18㊍ 百石地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 のびのび館

19㊎ ３歳児健診 ※ 12:30 ～ 12:45 老人福祉センター 対象：平成27年10月生まれ

20㊏

21㊐

22㊊ 南地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 老人福祉センター

23㊋

24㊌
５～６か月健康相談 10:00 ～ 10:20 老人福祉センター 対象：平成30年10月～11月生まれ

北地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 北公民館

25㊍ 百石地区介護予防教室 9:30 ～ 12:00 のびのび館

26㊎ １歳６か月児健診 ※ 12:30 ～ 12:45 老人福祉センター 対象：平成29年９月生まれ

27㊏

28㊐

29㊊

30㊋

4 おいらせ
健康カレンダー月
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特 殊 詐 欺 事 件 に 注 意 ‼

消
費
生
活
情
報

【
事
例
】

「
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終

通
知
書
」
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
届

い
た
。
読
む
と
訴
訟
の
申
し
入
れ
で
、

連
絡
が
な
い
場
合
は
指
定
の
裁
判
所

へ
出
廷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
そ
う

だ
。
ま
っ
た
く
身
に
覚
え
が
な
く
、
と

て
も
不
安
だ
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
「
消
費
料
金
訴
訟
最
終
通
知
」「
民

事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」
と
書
か

れ
て
い
る
ハ
ガ
キ
は

典
型
的
な
架
空
請
求

詐
欺
で
す
。

○
裁
判
所
か
ら
送
ら
れ

る
正
式
な
訴
状
は
郵

便
局
員
が
手
渡
し
す

る
の
が
原
則
で
、
受

け
取
っ
た
ら
署
名
と

押
印
を
求
め
ら
れ
ま

す
。

小
型
家
電
巡
回
回
収

４月２５日㊍ 木ノ下・下田中学校区 ４月２６日㊎ 百石中学校区、苗振谷地

※ テレビ、洗濯・乾燥機、冷蔵・冷凍庫、エアコンは回収できません。
※ 巡回時刻までに小型家電を持参してください。また、巡回場所に置き

去りにしないでください。

時刻 巡回集会所
8:30 秋堂
8:45 木崎
9:00 染屋
9:15 間木
9:30 曙
9:45 三田
10:00 三本木
10:15 伝承館
10:30 阿光坊
10:45 新敷
11:00 洗平
11:15 錦ヶ丘

時刻 巡回集会所
11:30 向山
11:45 豊原
13:00 北公民館
13:15 古間木山
13:30 鶉久保
13:45 木ノ下
14:05 豊栄
14:15 町営霊園
14:35 有楽町
14:45 木内々
15:00 中野平

時刻 巡回集会所
8:30 東公民館
8:45 味祭館
9:00 藤ヶ森
9:15 川口
9:30 堀切川
9:45 明神山
10:00 横道
10:15 深沢旧会館

時刻 巡回集会所
10:30 一川目
10:50 二川目
11:15 百石中
11:30 洋光台
11:45 町民交流館
12:00 みなくる館
12:15 苗振谷地

問 環境保健課
☎0178-56-4218

身
に
覚
え
の
な
い

訴
訟
ハ
ガ
キ
に
要
注
意
！

○
メ
ー
ル
で
大
手
企
業
を
か
た
っ
た

架
空
請
求
の
事
例
も
あ
り
ま
す
。

身
に
覚
え
の
な
い
件
名
の
メ
ー
ル

が
届
い
た
ら
、
開
か
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
開
い
て
し
ま
っ
て

も
、
掲
載
の
電
話
番
号
に
連
絡
し

た
り
せ
ず
、
不
安
に
思
っ
た
ら
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
電
話
し
ま

し
ょ
う
。

問
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
︵
イ
ヤ
ヤ
！
︶

全
国
的
に
特
殊
詐
欺
事
件
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
三
沢

署
管
内
で
も
発
生
し
て
お
り
、

事
件
に
発
展
す
る
恐
れ
の
あ
る

不
審
電
話
も
多
数
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

﹁
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
た
め

現
金
が
必
要
﹂﹁
必
ず
も
う

か
る
﹂﹁
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
返
送
し
て
﹂
な
ど
の

言
葉
は
す
べ
て
詐
欺
で
す
。

詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
、
相
手
に
考

え
る
暇
を
与
え
な
い
よ
う
に
被

害
者
を
急
が
せ
ま
す
。
怪
し
い

と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
く

だ
さ
い
！

問
︵
相
談
窓
口
︶

三
沢
警
察
署

☎
０
１
７
６‒

53‒

３
１
４
５

︵
ま
た
は
１
１
０
番
︶
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こんにちは、地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

支
し

援
えん

センターです！　№ 59

町では、身近な地域の集会施設を拠点に、
高齢者の自主的な健康づくりと介護予防活動
として「100歳体操」を推進しています。昨
年８月から三本木町内会が、週１回、約30分
の筋力体操を行っており、毎回25人程度が参
加し、身体機能向上や認知症予防などに役立っ
ています。参加者からは「歩きやすくなった」

「体が楽になった」「みんなに会えるのが楽し
み！」という声もあり、「いきいきサロン」の
活性化にもつながり、「健康づくり」「仲間づ
くり」「地域づくり」の場となっています！

この「100歳体操」を町内全域に広げ、「元
気に100歳を迎える町」を目指していきます。
あなたの町内会でも「100歳体操」を実施し
ませんか！

国 情民 報年 金

問 日本年金機構八戸年金事務所 ☎0178-44-1742 おいらせ町町民課 国民年金係 ☎0178-56-2246

ご存じですか？

問 おいらせ町地域包括支援センター（役場本庁舎１階）☎0178-56-2132

○免除期間　出産予定日または出産する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除されま
す。多胎妊娠の場合は３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除さ
れます。

※妊娠85日（４か月）以上の出産で死産、流産、早産された方を含みます。
○対 象 者　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以

降の方
○届出期間　４月１日から（免除期間は４月分からです）
※出産日を基準とします。２月に出産した場合は４月分の保険料が免

除、３月に出産した場合は、４月分・５月分の保険料が免除です。
※出産後でも届け出ることができます。また、出産予定日の６か月前

から届け出ができます。
★詳しくは下記へお問い合わせください★

４月から産前産後期間の
国民年金保険料が免除！

※妊娠85日（４か月）以上の出産で死産、流産、早産された方を含みます。
　「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成31年２月１日以

お問い合わせ・お申し込みは

三本木町内会

「みんな集まれ！おいらの100歳体操」

Public Relations

OIRASE  Y0Z  2019.425



自治基本条例が施行されてから10年を迎えました。これを記念して、町では平成30年度に次
の事業を実施しましたので紹介します。

○自治基本条例
　施行10周年記念シンポジウム
平成30年11月11日、みなくる館で開催したシン
ポジウムには300人あまりが参加。元宮崎県知事
の東国原英夫氏による「今求められる地域の活性
化について」と題した基調講演のほか、「伸ばす・
拡げる人の繋がり～協議会でいい町つくろう！
～」をテーマにしたパネルディスカッションを開
催しました。

○自治基本条例10周年記念フォーラム
平成30年11月23日、北公民館で開催したフォー
ラムにはおよそ30人が参加。地域づくり協議会の
活動事例紹介や、自治基本条例を考えるワールド
カフェを行い、活発な議論が展開されました。

このシンポジウムは全国モーターボート競走施
行者協議会からの拠出金を受けて実施しました

問 まちづくり防災課 ☎0178-56-2131

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

戸

の
籍

窓

掲
載
10
件
／
届
出
17
件

畠
山　
侑ゆ
う
ご幸
く
ん中

野
平
（
洋
平
・
知
加
子
）

榊　
翔と
あ葵
く
ん

木
ノ
下
（
紘
大
・
和
歌
子
）

佐
野　
大や
ま
と和
く
ん青

葉
（
友
亮
・
美
咲
）

佐
藤　
衣い
ず
み純
ち
ゃ
ん

木
ノ
下
（
達
也
・
芙
美
）

鈴
木　
瑚こ
こ
ね

々
寧
ち
ゃ
ん

中
野
平
（
秀
平
・
真
由
美
）

浪
岡　
実み
ら
い礼

ち
ゃ
ん

青
葉
（
貴
将
・
も
と
子
）

堤　
咲さ
ら良
ち
ゃ
ん本

村
（
賢
之
・
ゆ
き
）

種
市　
柚ゆ
ず
は羽

ち
ゃ
ん

一
川
目
（
卓
也
・
久
美
子
）

吉
田　
心み
く來
ち
ゃ
ん

間
木
（
裕
太
・
千
春
）

成
田　
雅が
く玖

く
ん阿

光
坊
（
俊
嗣
・
望
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

まちの人口
平成31年３月１日現在

前月比

※外国人を含めた数値です。
（　）内は外国人の人口・世帯数です。

男性 12,190人 （ 64） + 4

女性 13,054人 （159） + 20

合計 25,244人 （223） + 24

世帯 10,298世帯（108） + 2

掲
載
₁₂
件
／
届
出
₂₁
件

須
藤　
サ
ト
子

80
歳

青　
葉

高
橋　
伊
三
男

93
歳

三　
田

大
久
保　
三
之
助

8₄
歳

二
川
目

濱
田　
喜
美
男

69
歳

一
川
目

川
口　
ミ
ヨ

82
歳

　
曙　

舘　
ハ
ナ

₁₀₄
歳

八
幡
町　
　

佐
々
木　
チ
セ

88
歳

青　
葉

名
古
屋　
ま
さ
ゑ

85
歳

一
川
目

深
澤　
ア
キ

8₄
歳

深　
沢

沼
山　
ソ
ヨ

82
歳

青　
葉

佐
々
木　
松
雄

78
歳

一
川
目

舘　
一
二
三

97
歳

川
口

「
戸
籍
の
窓
」
コ
ー
ナ
ー
は
、
紙
面
構

成
の
見
直
し
に
伴
っ
て
本
号
で
掲
載
を
終

了
し
ま
す
。
個
人
情
報
に
対
す
る
意
識
が

変
化
し
て
掲
載
希
望
者
が
減
少
し
て
お

り
、
今
後
は
他
の
行
政
情
報
に
紙
面
を
割

り
当
て
る
こ
と
と
し
ま
す
。
ど
う
か
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

結
婚
お
め
で
と
う

掲
載
1
件
／
届
出
5
件

蛯
沢　
賢
大

住
吉
町

白
石　
実
夢

住
吉
町

※
2
月
に
町
へ
届
出
し
、
掲
載
を
希
望
し
た

人
の
み
載
せ
て
い
ま
す
。

おいらせ町自治基本条例施行から10年
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編
集
後
記

今
月
号
は
、
新
年
度
の
始
ま
り
と
同

時
に
平
成
最
後
の
発
行
号
で
す
。
そ
し

て
次
回
５
月
号
は
、
新
元
号
の
も
と
で

発
行
す
る
初
め
て
の
﹃
広
報
お
い
ら
せ
﹄

と
い
う
こ
と
で
、
大
き
な
節
目
を
迎
え

ま
す
。
そ
れ
を
意
識
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
次
号
か
ら
は
掲
載
情
報

を
集
約
し
て
読
み
や
す
い
広
報
紙
と
す

る
た
め
、
い
く
つ
か
の
コ
ー
ナ
ー
を
統

廃
合
し
て
、
紙
面
構
成
を
見
直
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
聞
き
な
が
ら
紙
面
改
善
に
努
め
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
広
報
広
聴
係
・
堤

町
広
報
紙
の
配
布
は
、
各
地
域
の
行
政

推
進
委
員
に
依
頼
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
５
月
号
か
ら
、
一
部
地
域
で
業
者

が
配
布
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
地
域
は
原
則

と
し
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
の
で
、「
広
報

紙
が
届
か
な
い
」「
空
き
家
に
も
配
布
さ
れ
て

い
る
」「
重
複
し
て
配
布
さ
れ
た
」
な
ど
の
場

合
に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
業
者
に
よ
る
配
布
地
域
（
予
定
）】

鍋
久
保
、豊
栄
、苫
米
地
、曙
、住
吉
町
、緑
ヶ

丘
、
青
葉
、
本
町
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
、

本
町
六
丁
目
、
肴
町
、
新
町

問
ま
ち
づ
く
り
防
災
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

２
１
３
１

ま
ち
づ
く
り
団
体
が
行
う
住
民
主
体
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
町
で
は
ハ
ー
ト

ピ
ア
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付

す
る
団
体
・
事
業
の
審
査
を
行
う
ハ
ー

ト
ピ
ア
助
成
金
審
査
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
ま
ち

づ
く
り
防
災
課
（
☎
０
１
７
８︲

56︲

２
１
３
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「おいらせコミュニティ掲示
板」は、町民の皆さんが行う
催しや地域活動の紹介、団体・

サークルなどの会員募集を掲載するコーナーです。本コーナー
の情報は随時募集中。掲載無料。詳しくはお問い合わせください。

掲載申込先  総務課 広報広聴係☎ 0178-56-2166

おいらせ

コミュニティ
掲示板

百石社交ダンス愛好会「パオ」会員募集
週１回、会員同士で教え合いながら練習します。年２回開催され
るチャリティパーティーでは150人を超えるお客様とダンスを楽
しみ、収益金は町の奨学資金に寄附しています。
○活 動 時　毎週火曜日　19時～ 21時
○場　　所　東公民館
○対　　象　社交ダンスに興味がある方ならどなたでも
○料　　金　入会金1,000円（見学無料）
○持 ち 物　ダンスシューズ
○申込方法　練習日に直接お越しいただくかお電話ください。
問・申込先　百石社交ダンス愛好会・パオ事務局

☎0178-52-6607

寄
附
・
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

役
場
窓
口
の

受
付
時
間
を
延
長

一
部
地
域
で

広
報
配
布
方
法
が
変
わ
り
ま
す

ハ
ー
ト
ピ
ア
助
成
金
審
査
会

審
査
委
員
を
募
集

東
北
電
力
㈱
と
㈱
ユ
ア
テ
ッ
ク
か

ら
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
５
基
（
工
事
費
込
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
期
間　
４
月
１
日
㊊
～
５
日
㊎

○
時
間

17
時
～
19
時

○
開
庁
窓
口　
町
民
課
窓
口

○
取
扱
業
務　
▼
各
種
証
明
書
発
行
▼
住

民
異
動
届
▼
戸
籍
の
届
出
▼
個
人
番
号

カ
ー
ド
交
付
▼
異
動
に
伴
う
児
童
福
祉

の
手
続
き

※
身
分
証
明
書
な
ど
に
よ
る
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
お
取
り

扱
い
で
き
な
い
手
続
き
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課

☎
０
１
７
８‒

56‒

２
２
４
６

【
防
犯
灯
の
寄
贈
】

※『広報おいらせ』では広告を随時募集しています。詳しくは町総務課（☎0178-56-2166）へお問い合わせください。
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「奥入瀬川の恵みと笑顔あふれるまち」の情報誌
フェイスブックおいらせ町公式アカウント
への「いいね！」をよろしくお願いします。
https://www.facebook.com/oirasetown/

facebook　おいらせ町役場

OIRASE

Z o o m  U p

▶

おいらせ広 報

三
本
木
高
等
学
校
附
属
中
学
校
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
中
村

銀
乃
さ
ん
が
︑
３
月
23
日
～
27
日
に
富
山

県
で
行
わ
れ
た
﹁
第
1₄
回
春
の
全
国
中
学

生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
﹂
に
出
場

し
ま
し
た
︒
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
１

月
12
日
の
県
予
選
会
で
は
︑
野
辺
地
中
学

校
に
27
対
12
で
勝
利
︒
中
村
さ
ん
は
1₄
点

を
獲
得
し
て
︑
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し

ま
し
た
︒

小
学
校
で
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ

て
い
た
中
村
さ
ん
︒
し
か
し
︑
附
属
中
学

校
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
無
く
悩
ん
だ
末

に
︑
そ
れ
に
近
い
競
技
と
考
え
て
入
部
し

た
の
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
し
た
︒

初
め
は
未
経
験
の
競
技
に
戸
惑
う
こ
と

が
多
か
っ
た
も
の
の
︑﹁
先
輩
た
ち
が
優

し
く
指
導
し
て
く
れ
て
上
達
で
き
ま
し

た
﹂
と
話
し
ま
す
︒
ま
た
︑
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
魅
力
に
つ
い
て
は
︑﹁
仲
間
と
協
力

し
て
プ
レ
イ
し
て
い
る
と
︑
と
て
も
楽
し

い
︒
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
勝
利
を
つ
か
ん
だ

時
は
大
き
な
達
成
感
が
得
ら
れ
る
﹂
と
笑

顔
で
答
え
ま
し
た
︒

中
村
さ
ん
は
昨
年
に
続
い
て
２
度
目
の

全
国
大
会
挑
戦
で
す
︒﹁
ま
ず
は
初
戦
突

破
を
目
標
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
﹂
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
︒

Profi	le
なかむら・ぎんな
木ノ下在住。14歳。
二人兄弟の兄。木ノ
下小学校を卒業後、
集中して勉強に取り
組みたいとの思いか
ら県立三本木高等学
校附属中学校へ進学
した。趣味はテレビ
ゲーム。

中
村　
銀
乃

中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
全
国
大
会
出
場

（
木
ノ
下
）

さん


